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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 5,840 － 234 － 385 － 288 －

2021年３月期第３四半期 5,891 △7.0 313 4.9 392 △2.2 231 △9.3

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 345百万円（－％） 2021年３月期第３四半期 336百万円（△5.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 27.30 －

2021年３月期第３四半期 21.93 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第３四半期 13,004 6,079 46.7 573.91

2021年３月期 12,322 5,775 46.9 546.30

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 6,078百万円 2021年３月期 5,774百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 - - - 5.00 5.00

2022年３月期 - - -

2022年３月期（予想） 5.00 5.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,500 - 270 - 370 - 250 - 23.65

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３

月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注1）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、上記の連結業績

予想は当該会計基準等を適用した後の数値になっており、対前期増減率は記載しておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 11,979,000株 2021年３月期 11,979,000株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 1,388,167株 2021年３月期 1,409,239株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 10,583,149株 2021年３月期３Ｑ 10,569,798株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる場合があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、四半期決算短信［添付資料］２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績

予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当社グループは、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日。以下「収益認識会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用しております。そのため、当第３四半期連結累計期間にお

ける経営成績に関する説明は、前第３四半期連結累計期間と比較しての増減額及び前年同期比（％）を記載せずに

説明しております。詳細については、７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表

に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、海外需要の回復を背景に製造業を中心とした企業の収益改善

が期待されたものの、電子部品等の供給不足や資源価格高騰によるインフレ懸念に加え、各国でオミクロン株によ

る新型コロナウイルス感染者が急増するなど、今後の予測が難しい状況が続いております。

　当業界におきましては、原油価格高騰による製造原価の上昇や国内需要の伸び悩み等により、依然として厳しい

状況で推移しております。

　このような経営環境の中、当社グループでは在宅勤務中心の業務活動を継続し新型コロナウイルス感染症拡大防

止に配慮しつつ、売上目標達成と利益確保に尽力しました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、主に海外市場での売上減少の影響により売上高58億40百万円

（前年同期は58億91百万円）となりました。利益面では、全社規模でのコスト削減を継続したものの製造原価の上

昇が影響し経常利益３億85百万円（同３億92百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益２億88百万円（同２億

31百万円）となりました。

　なお、当社グループは単一セグメントのため、製品別の業績を記載すると次のとおりであります。

濾過助剤

　当期間におきましては、主に海外市場での売上が減少しました。この結果、売上高は34億８百万円（前年同期

は35億58百万円）となりました。

建材・充填材

　当期間におきましては、海外市場での売上が減少したものの、国内市場での住宅用建材向け製品及び各種充填

材向け製品の売上が増加しました。この結果、売上高は10億38百万円（同９億54百万円）となりました。

化成品

　当期間におきましては、各種施設休止の影響が残るものの、プール用塩素剤を中心に全体的に売上が増加しま

した。この結果、売上高は９億94百万円（同８億65百万円）となりました。

その他の製品

　当期間におきましては、各種化学品向け製品が増加したものの、浴室関連機器及び防災用品の売上が減少しま

した。この結果、売上高は３億98百万円（同５億13百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ６億81百万円増加し、130億４百万円

となりました。主な増加は、現金及び預金２億26百万円、受取手形及び売掛金4億16百万円であります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ３億77百万円増加し、69億24百万円となりました。主な増加は、支払手形及び

買掛金２億82百万円、社債１億45百万円であり、主な減少は、未払法人税等94百万円であります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ３億４百万円増加し、60億79百万円となりました。主な増加は、親会社株主

に帰属する四半期純利益２億88百万円、為替換算調整勘定48百万円であり、主な減少は、利益剰余金の配当金の支

払い52百万円であります。

　なお、自己資本比率は、前連結会計年度末の46.9％から46.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年５月14日に公表いたしました業績予想から変更はありませ

ん。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,108,961 3,335,814

受取手形及び売掛金 2,112,723 2,529,278

商品及び製品 349,480 301,286

仕掛品 453,518 451,165

原材料及び貯蔵品 161,128 176,866

その他 68,440 64,211

貸倒引当金 △1,699 △1,283

流動資産合計 6,252,553 6,857,338

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 900,852 895,260

機械装置及び運搬具（純額） 674,314 661,272

土地及び原料用地（純額） 1,073,576 1,069,154

その他（純額） 47,400 46,679

有形固定資産合計 2,696,144 2,672,366

無形固定資産

その他 39,821 44,699

無形固定資産合計 39,821 44,699

投資その他の資産

投資有価証券 2,696,942 2,813,769

長期貸付金 63,680 62,680

繰延税金資産 119,372 109,480

その他 536,819 529,787

貸倒引当金 △82,874 △85,944

投資その他の資産合計 3,333,940 3,429,773

固定資産合計 6,069,906 6,146,839

資産合計 12,322,460 13,004,178

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 708,100 990,405

短期借入金 2,755,148 2,828,404

１年内償還予定の社債 270,000 280,000

１年内返済予定の長期借入金 198,692 204,740

未払法人税等 104,954 10,665

賞与引当金 43,895 14,637

その他 298,819 364,332

流動負債合計 4,379,610 4,693,185

固定負債

社債 420,000 565,000

長期借入金 676,210 616,720

繰延税金負債 60,733 61,022

役員退職慰労引当金 18,998 18,998

退職給付に係る負債 883,583 872,183

その他 107,372 97,081

固定負債合計 2,166,897 2,231,004

負債合計 6,546,508 6,924,189

純資産の部

株主資本

資本金 598,950 598,950

資本剰余金 576,896 574,299

利益剰余金 4,361,231 4,597,355

自己株式 △435,483 △421,851

株主資本合計 5,101,593 5,348,753

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 656,608 664,444

土地再評価差額金 △11,208 △11,200

為替換算調整勘定 27,300 76,163

その他の包括利益累計額合計 672,699 729,407

非支配株主持分 1,658 1,827

純資産合計 5,775,951 6,079,988

負債純資産合計 12,322,460 13,004,178
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 5,891,384 5,840,506

売上原価 4,017,387 3,992,647

売上総利益 1,873,997 1,847,858

販売費及び一般管理費 1,560,526 1,613,246

営業利益 313,470 234,612

営業外収益

受取利息及び配当金 29,944 31,758

持分法による投資利益 31,824 88,207

固定資産賃貸料 40,043 41,842

売電収入 22,160 21,498

その他 27,796 33,583

営業外収益合計 151,770 216,890

営業外費用

支払利息 32,179 30,745

売電費用 14,818 14,933

その他 25,992 20,256

営業外費用合計 72,990 65,935

経常利益 392,251 385,568

特別利益

有形固定資産売却益 1,879 29

特別利益合計 1,879 29

特別損失

投資有価証券売却損 － 40

固定資産除却損 2,548 4,527

投資有価証券評価損 32,486 －

関係会社株式評価損 9,999 －

特別損失合計 45,034 4,568

税金等調整前四半期純利益 349,096 381,030

法人税、住民税及び事業税 124,234 87,130

法人税等調整額 △6,835 4,928

法人税等合計 117,398 92,058

四半期純利益 231,697 288,971

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△147 21

親会社株主に帰属する四半期純利益 231,845 288,950

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 231,697 288,971

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 110,232 7,522

為替換算調整勘定 △496 12,149

持分法適用会社に対する持分相当額 △4,695 37,035

その他の包括利益合計 105,040 56,707

四半期包括利益 336,738 345,678

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 336,874 345,657

非支配株主に係る四半期包括利益 △136 21

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、商品又は製品の販売については、商品又は製品の引渡時点において顧客が当該製品に対する支配を

獲得し、履行義務が充足されると判断していることから、商品又は製品の引渡時点で収益を認識することとしてお

ります。なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日）第98

項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が

顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

　また、一部の商品販売について、従来は、顧客から受け取る対価の総額で収益を認識しておりましたが、顧客へ

の財又はサービスの提供における役割（本人又は代理人）を判断した結果、当社の役割が代理人に該当する取引に

ついては総額から仕入先に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

ります。ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従

前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高が46百万円減少いたしましたが、営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益に与える影響は軽微です。また、利益剰余金の当期首残高への影響はありません。

　なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法に

より組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３

月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる

収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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